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●ブラジル（人口２億１千万
人）では、２００万人以上の
日系人の存在もあり、日本食
が広くブラジル全国に普及し
ている。

●ブラジルの和食レストラン
の数は約２９００軒（シンガ
ポールが約１２００軒、マ
レーシアが約１９００軒、R
５年度農水省調べ）であり、
日本産食品の輸出潜在性は世
界的にも高い。



●サンパウロ市内だけでも１１００店を超えるレストラン
が存在し、すし、ラーメン、牛丼、居酒屋等、多くの日本
食がブラジルで普及している。

●日本食に欠かせない味噌、醤油、お米、野菜等はかつて
日系移民が持ち込み、製造・栽培を始めたものが使用され
ており、日本食普及の礎を担っている。



●中・高所得者層を中心に、和
食とともに（ワインではなく）
日本酒を飲むなどの本格志向が
増加傾向にある。また、日本酒
以外の日本産酒類（ウイスキー、
焼酎、梅酒等）に対する関心も
高い。

●日本酒のブラジルへの輸出は
増加傾向にあり、２０１９年に
は２４万８千リットルと過去最
高を記録。コロナ禍で減少した
ものの、現在は順調に回復基調。



●ブラジル国内の日本酒消費量（年間約４００万リットル以上、その多
くはブラジル国内製造の日本酒）からすると、まだまだ輸出増加の余地
はあるが、価格（日本の４－６倍）、販売銘柄の少なさ等が課題。

●最近はサンパウロにおいてネット販売を行う日本酒輸入業者が増えて
いる。多くは日系人が経営等しており、日本語で一部対応が可能なとこ
ろもある。



●ブラジルの一般的な寿司店はサー
モンやマグロ以外のネタに乏しい課
題があり、日本産水産物の関心が高
まっている。

●サンパウロにおける日本産水産物
PRセミナー（1/14農水省事業）にお
いて、日本産のホタテ及びハマチを
用いた料理がブラジルの飲食店関係
者や食品流通関係者に紹介されたこ
とにより、今後の輸出拡大が期待さ
れる。



●サンパウロにおける水産物
衛生管理等講習会（2/19農水
省事業）において、ホタテを
中心とした水産物の取扱上の
衛生管理、調理方法の座学、
調理デモンストレーションや
試食を交えた技術実技講習を
実施したことにより、日本食
材を取り扱う者が安全なもの
を提供することが見込まれ、
ひいては、取扱量も増加する
ことが期待される。



海外での事業際し、お困りのことがあれば、
日本企業支援窓口までご連絡ください。

zaibrazilnihonkigyou@bs.mofa.go.jp

cgjbusiness@sp.mofa.go.jp
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